
存
在
し
、
統
一
を
み
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

い
わ

平

川

佳

泄

ヨ
ア
ヒ
ム
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
著

『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』
に
み
る
ド
イ
ツ
美
術
の

転
換
期

一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
は
中
世
か
ら
近
世
へ

の
転
換
期
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
絵
画
芸
術
に
お
い
て
は
、
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ク
ラ
ー
ナ
ハ
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
、
ホ
ル
バ
イ
ン
な
ど
数
々
の

逸
材
を
輩
出
し
た
ド
イ
ツ
美
術
史
上
稀
に
み
る
黄
金
時
代
で
あ
る
。
同
じ
頃
、
南
の

イ
タ
リ
ア
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
美
の
規
範
の
復
典
を
掲
げ
る
、

ゆ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
が
、
北
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
は
現
実
世
界
の
観
察
と
そ
の

徹
底
し
た
写
実
表
現
を
旨
と
す
る
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
が
興
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
二
大
中
心
地
に
挟
ま
れ
た
ド
イ
ツ
で
は
、
両
地
域
か
ら
の

複
雑
な
影
響
お
よ
び
根
強
く
残
る
中
世
的
伝
統
の
も
と
、
上
述
の
画
家
た
ち
が
多
種

多
様
な
個
人
様
式
を
形
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
期
の
ド
イ

ツ
美
術
は
、
同
時
期
の
他
地
域
に
比
べ
、
個
々
の
画
家
の
個
人
様
式
に
著
し
い
多
様

性
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
現
在
の
美
術
史
学
に
お
け
る
こ

の
時
代
の
名
称
が
、
「
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
」
「
初
期
ド
イ
ツ
絵
画
」
等
複
数

本
稿
で
は
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
の
転
換
期
の
ド
イ
ツ
美
術
を
、
一
七
世
紀

の
ド
イ
ツ
語
圏
を
代
表
す
る
画
家
に
し
て
著
作
家
で
あ
る
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ

ン
ト
ラ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
著

『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
所
収
の
芸
術
家
伝
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。

我
々
の
歴
史
観
を
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
そ
れ
に
よ
っ
て
相
対
化
す
る
こ
と
で
、

一
五
、
一
六
世
紀
ド
イ
ツ
美
術
の
理
解
に
新
た
な
視
座
を
提
示
し
た
い
。

ア
カ
デ
ミ
ー
』

ま
ず
は
、
「
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

『
ド
イ
ツ
の

の
概
要
お
よ
び
そ
の
著
者
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ

ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン

ト
ラ
ル
ト
著
『
高
貴
な
る
建
築
、
彫
刻
、
お
よ
び
絵
画
諸
芸
術
の
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ

ミ
ー

L
'
A
c
a
d
e
m
i
a
T
o
d
e
s
c
a
 
d
e
l
l
a
 A
r
c
h
i
t
e
c
t
u
r
a
,
 
S
c
u
l
t
u
r
a
 
&
 P
i
t
t
u
r
a
:
 

o
d
e
r
 
T
e
u
t
s
c
h
e
 A
c
a
d
e
m
i
e
 
d
e
r
 
e
d
e
l
n
 
B
a
u
,
)
B
i
l
d
,
u
n
d
 M
a
h
l
e
r
e
y
,
 

K
i
l
n
s
t
e
』
、
通
称
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
初
の
芸

術
に
関
す
る
包
括
的
な
書
物
で
あ
り
、
「
第
一
主
要
部
」
と
呼
ば
れ
る
初
版
が

一
六
七
五
年
、
「
第
二
主
要
部
」
と
呼
ば
れ
る
補
遺
が
一
六
七
九
年
に
各
々
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
で
出
版
さ
れ
た
。
著
者
の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
出
身
の
画
家
で
あ
り
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ワ
ロ
ン
地
方
か
ら
当
地

に
移
住
し
て
き
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
家
系
に
一
六

0
六
年
に
生
ま
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
お
よ
び
プ
ラ
ハ
で
画
家
、
銅
版
画
家
と
し
て
の
修
業

を
積
ん
だ
後
、

一
六
二
五
年
に
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
フ
ァ
ン
・
ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
の
エ

ョ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
著

の
概
要
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は
極
め
て
有
益
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か
れ
た
絵
画
は
、

ミ
ー
』

死
去
し
た
。

ド
・
ロ
ラ
ン
等
同
時
代
の
画
家
た
ち
の
最
新
の
成
果
を
熱
心
に
学
習
し
て
は
い
る

が
、
そ
の
分
か
え
っ
て
初
発
性
に
乏
し
く
折
衷
的
で
あ
り
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
画
家

と
し
て
抜
き
ん
で
た
技
量
を
有
し
て
い
た
と
は
残
念
な
が
ら
判
じ
が
た
い
。

先
例
に
学
ぶ
こ
う
し
た
い
わ
ば
学
究
的
な
態
度
は
、
芸
術
理
論
書
の
執
筆
に
際
し
て

る の
後
、

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
、

ル
ー
ベ
ン
ス
、
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
、

一
六
二
九
年
に
は
イ
タ
リ
ア
に
赴
き
、

一
方
、

ク
ロ
ー

ロ
ー
マ
で
は
、
著
名
芸
術
愛
好
家

房
に
入
り
、
一
六
二
八
年
に
は
師
に
随
行
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て
い
る
。
そ

ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
芸
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
取
材
し
た

版
画
集
『
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Galleria
Giustiniana』
の
編

纂
に
も
携
わ
っ
た
。
一
六
三
五
年
に
は
一
旦
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
戻
る
も
三

0
年
戦

争
の
惨
禍
を
避
け
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ヘ
転
居
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す

る
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
た
ち
と
競
合
し
つ
つ
、
集
団
肖
像
画
も
手
が
け
た
（
図
一
）
。

一
六
四
五
年
に
は
再
び
ド
イ
ツ
に
戻
っ
て
所
領
の
あ
る
南
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
カ

ウ
に
定
住
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
を
は
じ
め
と
す
る
南
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
勢
力
よ
り
大
型
祭
壇
画
の
大
注
文
を
立
て
続
け
に
受
け
て
い

（
図
二
）
。
そ
の
後
、
晩
年
に
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
お
よ
び
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
へ

拠
点
を
移
し
、
当
地
で
の
ア
カ
デ
ミ
ー
創
設
に
関
与
す
る
傍
ら
「
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ

の
執
策
に
携
わ
り
、
一
六
八
八
年
、
齢
八

0
を
越
え
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で

国
際
色
豊
か
な
経
歴
や
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
創
立
へ
の
関
与
、
ド
イ
ツ
語
初
と
な
る

大
部
の
芸
術
書
の
執
筆
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
一
七
世
紀
ド
イ
ツ

を
代
表
す
る
芸
術
家
の
一
人
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
、
彼
に
よ
っ
て
描

デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
の
芸
術
家
た
ち

一
六
八

0
年
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ

「
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ

の
『
い
と
も
卓
越
し
た
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
列
伝
』
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
一
五
五
〇

年
初
版
刊
、
以
後
、
「
列
伝
』
と
略
称
す
る
）
、

カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル

手
稿
な
ど
、
一
五
世
紀
以
降
、
様
々
な
言
語
で
記
さ
れ
た
芸
術
に
関
す
る
論
考
に
大

幅
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
て
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
部
分
が
大

半
を
占
め
る
。

の
『
列
伝
』
を
手
本
に
、
建
築
、
彫
刻
、
絵
画
論
、
お
よ
び
、
芸
術
家
伝
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
続
く
一
六
七
九
年
の
「
第
二
主
要
部
」
に
は
、
建
築
、
彫
刻
、
絵
画

論
の
改
訂
版
に
加
え
、
「
第
一
主
要
部
」
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
さ
ら
な
る
同

時
代
の
芸
術
家
と
古
代
の
著
名
人
の
伝
記
、
お
よ
び
、

画
の
書
』
第
三
部
「
オ
ウ
イ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』
註
解
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
収

め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

カ
ル
タ
ー
リ
著
『
古
代
の
神
々
の
図
像
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
出
版
し
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
一
連
の
著
作
は
先
行
す
る
芸
術
論
の
網
羅
的
な
学
習

と
統
合
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
著
作
を
通
じ
て
、
彼
は
、
高
貴

な
る
自
由
学
芸
と
し
て
の
絵
画
芸
術
を
行
使
す
る
に
際
し
て
、
国
際
的
に
み
て
も
遜

色
の
な
い
十
分
な
学
識
を
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
画
家
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
意
図
し
た
の

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
本
稿
が
注
目
す
る
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ド
イ

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
『
絵

一
六
七
五
年
刊
行
の
い
わ
ゆ
る
「
第
一
主
要
部
」
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ

『
絵
画
の
書
』
（
ハ
ー
ル
レ
ム
、

一
六

0
四
年
刊
）
、

ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の

レ
オ
ナ
ル
ド
の
絵
画
に
関
す
る

-38-



し
て
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
は
『
絵
画
の
書
』
に
お
い
て
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
に
倣
っ
て
北

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
列
伝
」
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の

B
i
l
d
h
a
u
e
r
 u
n
d
 B
a
u
m
e
i
s
t
e
r
 I 
L
e
b
e
n
 u
n
d
 L
o
b
」
（
以
後
、
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

芸
術
家
列
伝
」
と
略
称
す
る
）

ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
著
名
な
る
画
家
の
生
涯
お
よ
び
賛
辞
に
つ
い
て
く
。
n
d
e
r
 

u
r
,
a
l
t
,
b
e
r
i
i
h
m
t
e
n
 E
g
y
p
t
i
s
c
h
e
n
 G
r
i
e
c
h
i
s
c
h
e
n
 u
n
d
 R
o
m
i
s
c
h
e
n
 e
r
s
t
e
n
 

K
u
n
s
t
,
M
a
h
l
e
r
e
 L
e
b
e
n
 u
n
d
 L
o
b
」
、
同
第
二
編
「
近
世
イ
タ
リ
ア
の
著
名
な
る

画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
の
生
涯
お
よ
び
賛
辞
に
つ
い
て
く
。
n
d
e
r
 m
o
d
e
r
n
e
n
 

b
e
r
u
h
m
t
e
n
 l
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
n
 M
a
h
l
e
r
e
,
 B
i
l
d
h
a
u
e
r
e
 u
n
d
 B
a
u
m
e
i
s
t
e
r
e
 L
e
b
e
n
 

u
n
d
L
o
b
」
（
以
後
、
「
近
世
イ
タ
リ
ア
芸
術
家
列
伝
」
と
略
称
す
る
）
所
収
の
伝
記

の
大
半
が
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
著
『
列
伝
』
収
録
の
近
世
イ
タ
リ
ア
の
画
家
、
建
築
家
、

代
の
画
家
お
よ
び
近
世
イ
タ
リ
ア
の
画
家
伝
に
基
づ
く
一
方
、
同
第
三
編
「
北
方

収
「
著
名
な
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
高
地
ド
イ
ツ
の
画
家
の
生
涯
H
e
t
L
e
v
e
n
 

d
e
r
 d
o
o
r
l
u
c
h
t
i
g
h
e
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
t
s
c
h
e
 e
n
 H
o
o
g
h
d
u
y
t
s
c
h
e
 S
c
h
i
l
d
e
r
s
」
（
以

後
、
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
画
家
列
伝
」
と
略
称
す
る
）

?]-

い
る
。

に
そ
の
大
部
分
を
依
拠
し
て

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
近
世
イ
タ
リ
ア
芸
術
家
伝
を
チ
マ
ブ
ー
エ
か
ら
始
め
た
の
に
対

方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち
の
伝
記
を
著
し
た
際
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
史
の
祖

彫
刻
家
の
伝
記
、
お
よ
び
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の

"‘ れ
た
「
第
一
主
要
部
」

の
う
ち
、
芸
術
家
伝
を
収
め
た
第
二
部
の
第
三
編
「
高
地
お

よ
び
低
地
ド
イ
ツ
の
著
名
な
る
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
の
生
涯
お
よ
び
賛
辞
に
つ

て
く
。
n
d
e
r
 H
o
c
h
,
u
n
d
 N
i
e
d
e
r
,
T
e
u
t
s
c
h
e
n
 b
e
r
i
i
h
m
t
e
n
 M
a
h
l
e
r
 I 

ツ
の
画
家
伝
は
、

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
第
一
編
「
古
代
エ
ジ
プ

『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

『
絵
画
の
書
』
第
二
部
所
収
の
古

『
絵
画
の
書
」
第
二
部
所

の
な
か
で
も
一
六
七
五
年
に
刊
行
さ

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
に
加
え
、

ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ

芸
術
家
列
伝
」
第
一
章
に
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
語
訳

フ
ァ
ン
・
マ
ン

の
発
明
に
よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
起
源
の
絵
画
芸
術
を
先
人
た
ち
が
成
し
え
な
か
っ
た

『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
列
伝
」
を
同
じ
く
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
か
ら
開
始
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
考
え
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ヤ
ン
お
よ
び
兄
で
あ
る
フ
ー
ベ
ル
ト
・

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
伝
記
を
冒
頭
に
配
し
た
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

す
る
形
で
、

イ
デ
ン
や
ヒ
ュ
ー
ホ
ー
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ー
ス
、

ウ
ヴ
ァ
ー
テ
ル
、

ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
ア

ヘ
ー
ル
ト
ヘ
ン
・
ト
ッ
ト
・
シ
ン
ト
・
ヤ
ン
ス
な
ど
一
五
世
紀
の

南
北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
活
躍
し
た
画
家
た
ち
の
伝
記
が
収
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
続
く
第
二
章
で
、
初
め
て
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
た
ち
の
伝
記
が
登
場
す
る
。

そ
の
最
初
を
飾
る
の
は
、
「
ミ
ハ
エ
ル
・
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
伝
」

で
あ
る
。
ヴ
ォ

ル
ゲ
ム
ー
ト
は
、
一
四
七

0
年
代
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

で
活
動
し
た
画
家
で
、
木
彫
群
像
を
納
め
た
中
央
厨
子
に
翼
部
の
板
絵
を
組
み
合
わ

せ
た
大
型
厨
子
式
祭
壇
装
飾
や
、

ハ
ル
ト
マ
ン
・
シ
ェ
ー
デ
ル
著
『
世
界
年
代
記
」

の
木
版
挿
絵
等
を
手
が
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ほ
ぽ
同
時
代
に
活
躍
し

た
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
な
ど
に
比
べ
る
と
、
ぎ
こ
ち
な
い
量
感
表
現
や
硬
直
し
た
筆

致
が
目
立
ち
、
傑
出
し
た
技
量
を
有
し
た
画
家
と
は
言
い
難
い
（
図
三
）
。
そ
の
ヴ
ォ

ル
ゲ
ム
ー
ト
が
ド
イ
ツ
絵
画
史
の
祖
と
し
て
ド
イ
ツ
人
芸
術
家
列
伝
の
冒
頭
を

飾
っ
た
理
由
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
彼
の
元
で
徒
弟
修
業
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
だ
ろ
う
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
こ
の
事
実
を
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
が
残
し
た
「
家

域
に
ま
で
高
め
た
と
す
る
が
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は

の

デ
ル
は
、

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
が
自
然
模
倣
や
素
描
術
、
そ
し
て
何
よ
り
も
油
彩
技
法

た
る
そ
の
役
割
を
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
に
与
え
た
。
そ
の
際
、
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に
述
べ
る
。

譜
」
お
よ
び
ヨ
ハ
ン
・
ノ
イ
デ
ル
フ
ァ
ー
著
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
芸
術
家
お
よ
び

職
人
消
息

N
a
c
h
r
i
c
h
t
e
n
v
o
n
 Kiinstlern u
n
d
 W
e
r
k
l
e
u
t
e
n
 in N
u
r
n
b
e
r
g』

（
一
五
四
七
年
執
筆
、
以
下
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
消
息
』
と
略
称
）
な
ど
を
通
じ
て

知
り
え
た
よ
う
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
自
身
の
「
デ
ュ
ー
ラ
ー

伝
」
に
お
い
て
、

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
に
始
ま
る
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
が

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
出
現
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
美
術
に
匹
敵
し
う
る
真
の
近
代
化
を
果
た

し
た
と
す
る
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
歴
史
観
を
、
基
本
的
に
は
受
け
継
い
で
い
る
。

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
か

ら
絵
画
お
よ
び
版
画
を
学
ん
だ
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
上
述
の
史
料
に
基
づ
き
こ
れ
を

ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
に
改
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
新
知
見
を
踏
ま
え
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

師
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
に
、
ド
イ
ツ
絵
画
史
の
祖
と
し
て
の
地
位
を
与
え
た
の

そ
の
一
方
で
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
が
残
し
た
絵
画
作
品
の
質

に
関
し
て
、
戸
惑
い
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
、
ノ
イ

デ
ル
フ
ァ
ー
の
記
述
を
引
用
す
る
形
で
、
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
作
品
と
し
て
シ
ェ
ー

デ
ル
著
『
世
界
年
代
記
』
木
版
挿
絵
や
、

で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、

ゼ
ー
バ
ル
ト
・
ペ
リ
ン
ク
ス
デ
ル
フ
ァ
ー

に
よ
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
会
教
会
に
奉
納
さ
れ
た
厨

子
式
祭
壇
装
飾
（
図
三
）
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
七
世
紀
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に

お
い
て
も
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
作
品
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
も

目
に
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
次
の
よ
う

「
彼
が
熟
練
の
人
物
で
あ
り
、
良
き
も
の
を
多
く
残
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
I
.
V
.
M
」
の
署
名
を
残
し
た
版
画
家
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
一
般
的
な
見
解
に

す
る
著
者
の
様
子
が
、
垣
間
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
二

0
0
年
も
前
に
作
ら
れ
た
古
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
長
い
時
の
流
れ
の
な
か
で
痛
ん
で
し
ま
い
、
我
々
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て

思
い
を
馳
せ
る
栄
誉
の
み
が
残
り
、
た
い
て
い
は
見
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」

こ
う
し
た
微
妙
な
言
い
回
し
に
、
史
料
研
究
を
通
じ
て
得
た
知
見
と
現
存
す
る
芸
術

作
品
を
前
に
し
て
の
所
見
の
麒
甑
に
苦
し
み
、
失
わ
れ
た
作
品
に
そ
の
調
停
を
期
待

「
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
伝
」
に
続
く
の
が
、
銅
版
画
家
「
イ
ス
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・

メ
ッ
ケ
ネ
ム

（
イ
ス
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ヘ
レ
ン
）
伝
」
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル

ゲ
ム
ー
ト
と
同
じ
く
一
五
世
紀
第
四
四
半
期
に
ド
イ
ツ
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
境

の
町
ボ
ッ
ホ
ル
ト
で
活
動
し
た
こ
の
銅
版
画
家
に
つ
い
て
の
本
節
は
お
よ
そ
一
頁

半
に
わ
た
る
が
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
の
が
、
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
、
エ
ッ
チ
ン

グ
、
お
よ
び
木
版
画
術
が
イ
タ
リ
ア
で
発
明
さ
れ
た
と
す
る
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
ヘ
の
断
固

た
る
反
論
で
あ
る
。
そ
の
反
証
の
一
っ
に
、
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
版
画
を
最
初
に

制
作
し
た
人
物
乃
至
そ
う
し
た
人
々
の
一
人
と
し
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
作
品
に

従
っ
て
イ
ス
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ヘ
レ
ン
と
解
し
た
上
で
、
現
存
す
る
作
品

と
し
て
《
ヘ
ロ
デ
王
の
宴
》
（
図
四
）
な
ど
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
推
測

を
行
う
。「

そ
こ
に
見
ら
れ
る
ほ
っ
そ
り
と
し
た
長
い
人
物
表
現
や
装
束
お
よ
び
制
作
の

手
法
は
、
こ
の
芸
術
家
の
時
代
に
つ
い
て
、
作
品
中
に
は
な
ん
ら
年
記
は
み
ら
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れ
な
い
も
の
の
、
彼
が
二
二
五
年
以
上
は
前
に
生
き
て
、
芸
術
を
行
使
し
て
い

た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
」

そ
の
上
で
、
当
時
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
様
々
な
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
付
さ
れ
た
古

式
の
鋼
版
画
群
を
フ
ァ
ン
・
メ
ッ
ケ
ネ
ム
の
弟
子
た
ち
の
作
と
し
、

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が

エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
発
明
者
や
代
表
的
作
家
と
し
た
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
や
ラ
イ

モ
ン
デ
ィ
の
遥
か
以
前
、
ド
イ
ツ
で
は
優
れ
た
作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
い
た
こ

と
の
査
証
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
版
画
芸
術
の

早
い
時
期
か
ら
の
隆
盛
を
、
イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
も

続
く
「
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
伝
」
で
は
、
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
に

対
し
て
、
「
素
描
、
絵
画
お
よ
び
銅
版
画
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
あ
ら
ゆ
る
先
人
を
凌

駕
し
」
、
「
当
時
、
今
だ
芸
術
に
お
い
て
か
な
り
貧
相
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
」
を
豊
か
に

し
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
賛
辞
が
送
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
、
シ
ョ
ー
ン

ガ
ウ
ア
ー
作
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
著
作
で
も
言
及

さ
れ
た
《
十
字
架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
》

(
B
.
2
1
)
、
《
三
王
礼
拝
》

(
B
.
6
)

、
《
聖
ア
ン

ト
ニ
ウ
ス
の
誘
惑
》
（
図
五
）
、
お
よ
び
聖
母
子
像
と
い
う
四
点
の
銅
版
画
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
絵
画
作
品
を
実
見
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
若
き
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
が
《
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
誘
惑
》
（
図
五
）
を
模
写
し
た
と
す
る
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
の
言
葉
を
誇
張
し
て
伝
え
て
も
お
り
、
持
ち
運
び
が
容
易
な
紙
に
複
数
刷
ら
れ
る

版
画
に
よ
っ
て
、
「
当
時
、
今
だ
芸
術
に
お
い
て
か
な
り
貧
相
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
」

が
イ
タ
リ
ア
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使
し
た
と
明
示
す
る
こ
と
も
怠
っ
て
い
な
い
。

異
な
る
近
世
ド
イ
ツ
美
術
史
の
大
き
な
特
徴
と
見
な
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
伝
」
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
師
で
あ
る
ベ
ル
ジ
ー
ノ
と
の
親
交
お
よ
び
素
描
交
換
の
逸
話
が
挿
入
さ
れ
て
い

「
彼
は
ピ
エ
ト
ロ
・
ペ
ル
ジ
ー
ノ
と
親
し
い
友
情
を
結
ん
だ
。
彼
ら
は
、
素
描

を
贈
る
こ
と
で
、

高
で
あ
る
と
つ
ね
に
見
て
と
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
、
両
芸
術
家

の
作
品
か
ら
、
芸
術
を
解
す
る
者
た
ち
が
気
づ
き
う
る
よ
う
に
、

で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
そ
う
す
る
こ
と
で
、
優
位
を
競
っ
て
も
い
た
。
イ
タ
リ
ア
が
ピ
エ
ト

ロ
・
ペ
ル
ジ
ー
ノ
の
名
高
い
流
派
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
現
れ
た
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の

ラ
フ
ァ
エ
ル
の
お
陰
に
よ
り
、
高
貴
な
る
絵
画
芸
術
に
お
い
て
極
致
に
達
し
た

の
と
同
様
、
当
時
、
今
だ
芸
術
に
お
い
て
か
な
り
貧
相
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
は
、

こ
の
芸
術
家
の
お
か
げ
で
豊
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

こ
の
出
典
不
明
の
逸
話
に
関
し
て
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ク
レ
ム
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ

が
『
列
伝
」
で
伝
え
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
作
品
交
換
に
着
想
を
得
た
ザ

16 

ン
ト
ラ
ル
ト
の
創
作
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
元
で
画
家
修
業
を
行
っ
た
事
実
を
す
で
に
突

き
止
め
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
が
死
去
し
て
し
ま
っ

た
た
め
で
あ
り
、
当
初
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
元
で
絵
画
術
を
学

ぽ
う
と
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
そ
れ
ぞ

れ
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
近
世
美
術
の
頂
点
に
位
置
す
る
巨
匠
と
も
み
な
し

て
お
り
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
師
ペ
ル
ジ
ー
ノ
と
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
逸
話
に
よ
っ

る
点
で
あ
る
。

一
方
が
他
方
を
し
ば
し
ば
喜
ば
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
を
最
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術
家
伝
に
お
い
て
、

て
い
る
の
で
あ
る
。

れ
る
。

一
人
の
芸
術
家
が
一
章
の
す
べ
て
を
占
め
る
の
は
、
デ
ュ
ー

て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
が
ド
イ
ツ
美
術
史
に
お
け
る
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
実
質
的
な
先
駆
者
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
と
思
わ

こ
の
後
、

ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
と
同
じ
く
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
活
動
し
た
石
エ
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ

ト
と
金
工
師
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

（父）

の
伝
記
で
幕
を
閉
じ
る
。
以
上
、

ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
列
伝
」
で
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル

よ
り
大
半
を
引
用
し
た
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
ほ
か
一
五
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
で
活
動
し
た
画
家
た
ち
の
伝
記
を
収
め
た
第
一
章
に
続
き
、
第
二
章
で
初
め
て

本
格
的
に
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
た
ち
が
登
場
し
、
ド
イ
ツ
絵
画
の
祖
と
し
て
ヴ
ォ
ル
ゲ

ム
ー
ト
、
銅
版
画
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
先
進
性
を
体
現
す
る
イ
ス
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ

ン
・
メ
ッ
ケ
ネ
ム
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
実
質
的
な
先
駆
者
で
あ
る
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
、

彫
刻
お
よ
び
金
工
の
領
域
か
ら
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

（
父
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
美
術
の
黎
明
期
と
考
え
る
一
五

世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
作
家
た
ち
が
、
芸
術
の
諸
領
域
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
さ
れ

デ
ュ
ー
ラ
ー
お
よ
び
同
時
代
の
画
家
た
ち

続
く
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
列
伝
」
第
三
章
は
す
べ
て

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
伝
記
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』
所
収
の
芸

ラ
ー
の
他
に
は
、
第
二
編
「
近
世
イ
タ
リ
ア
芸
術
家
列
伝
」
に
伝
記
が
収
録
さ
れ
た

一
五
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
を
扱
っ
た
本
章
は
、

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ラ
フ
ァ
エ
ロ

を
ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
近
世
美
術
の
―
つ
の
頂
点
と
位
置
づ
け
よ

次
に
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の

『
絵
画
の
書
』

所
収
の
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
」
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、
細
部
は
微
妙
に
異
な
る
。

「
イ
タ
リ
ア
が
様
々
な
完
璧
な
画
家
た
ち
の
卓
越
さ
に
よ
り
高
い
名
声
を
獲
得

し
た
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
も
そ
の
闇
を
払
い
の
け
始
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
ず

は
イ
タ
リ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
の
古
の
画
家
た
ち
の
輝
き
を
借
り
る
こ
と
を
せ
ず

に
自
身
の
煙
き
と
卓
越
さ
に
よ
っ
て
素
描
お
よ
び
絵
画
芸
術
を
明
る
＜
し
た

素
晴
ら
し
き
大
い
な
る
光
に
よ
っ
て
、
照
ら
し
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
卓
越
し
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
一
四
七
一
年
の
ニ
ュ
ル
ン

8
 

ベ
ル
ク
で
の
誕
生
と
と
も
に
、
起
こ
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
に
、
冒
頭
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
古
代
美
術
か
ら
の
あ
る

程
度
の
独
立
性
を
明
記
す
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
経
歴
と
い
く
つ
か
の
版

画
作
品
を
紹
介
し
た
後
、
そ
う
し
た
独
立
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
古
代

の
画
家
た
ち
は
自
然
の
選
択
的
模
倣
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
古
代

美
術
に
多
く
を
負
う
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
ド
イ
ツ
の
芸
術

家
の
な
か
で
最
も
評
価
し
、
こ
ぞ
っ
て
模
倣
し
た
の
も
、
も
っ
と
も
だ
と
す
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
作
品
に
お
い
て
、
彼
は
、

で
き
る
限
り
実
物
に
従
い
、
美
し
い
も

の
と
、
さ
ら
に
美
し
い
も
の
、
お
よ
び
、
最
も
美
し
い
も
の
を
極
め
て
入
念
に

う
と
す
る
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
意
図
が
窺
え
よ
う
。
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区
別
し
よ
う
と
努
め
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
古
代
の
あ
ら
ゆ
る
著
名
人
た
ち

も
常
と
し
て
い
た
よ
う
に
で
あ
っ
た
が
、
古
代
の
著
名
人
た
ち
は
こ
れ
に
よ
っ

て
当
時
の
イ
タ
リ
ア
人
の
目
を
開
い
て
い
た
。
多
く
の
優
れ
た
芸
術
家
た
ち

は
、
我
ら
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
ビ
ュ
ラ
ン
で
み
せ
た
完
璧
さ
と
入
念
さ
に
驚
愕

し
、
彼
の
様
式
に
で
き
る
限
り
従
っ
た
。
実
に
多
く
の
、
ま
た
、
著
名
な
イ
タ

リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
構
図
、
物
語
表
現
、
衣
辟
杢
表
現
、
人

物
、
お
よ
び
そ
の
他
の
装
飾
を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
、
先
に
考

察
し
た
よ
う
に
、
作
品
全
体
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
物
語
表
現
を
、
ア
ル

ベ
ル
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
お
よ
び
木
版
画
に
従
い
、
自
分
た
ち
の
絵
画

に
転
用
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
鋭
敏
な
民
族
は
、
他
の
国
の
人
々
と
同
じ

く
、
こ
の
芸
術
家
を
他
の
い
か
な
る
ド
イ
ツ
人
よ
り
も
高
く
評
価
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
に
か
な
っ
た
故
が
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
」

一
五
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
人
芸
術
家
を
扱
っ
た
前
章
と
の
関
連
で
興
味

深
い
の
は
、
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
同
様
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
も
、
そ
の
優
れ
た
版
画
作
品

に
よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
家
た
ち
に
影
響
力
を
行
使
し
え
た
と
す
る
点
で
あ

る
。
「
イ
ス
ラ
ー
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
メ
ッ
ケ
ネ
ム
伝
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ザ
ン

ト
ラ
ル
ト
は
、
版
画
芸
術
の
先
進
性
を
ド
イ
ツ
美
術
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
っ

と
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
」
で
は
、
《
ネ
メ
シ
ス
》
や
《
メ
レ

ン
コ
リ
ア

I
》
、
木
版
画
《
聖
母
伝
》
な
ど
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
の
代
表
的
作
品
が

詳
細
に
紹
介
さ
れ
る
一
方
、
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
（
図
六
）
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
《
ア

ダ
ム
と
イ
ヴ
》
と
い
っ
た
主
た
る
油
彩
画
に
加
え
、
《
緑
の
受
難
伝
》
な
ど
の
素
描

作
品
に
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
油
彩
画
お
よ
び
素
描
に
関
し
て
は
、

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
ハ
ン
ス
・
ホ
ル
バ
イ
ン

（
子
）
伝
」
で
あ
る
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
ホ
ル
バ
イ
ン
を

て
い
る
と
い
え
る
。

ほ
ぽ
必
ず
、
そ
の
所
有
者
の
名
が
同
時
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
神
聖

ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
や
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
三
世
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
な
ど
の
王
侯
で
あ
る
。
所
有
者
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
と
彼
ら
に
よ

る
丁
重
な
扱
い
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
一
点
も
の
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
の
貴
重
さ
が
強

調
さ
れ
る
一
方
、
複
数
存
在
す
る
版
画
作
品
に
つ
い
て
は
、
同
業
者
で
あ
る
芸
術
家

へ
の
影
響
力
の
ほ
ど
を
強
調
す
る
こ
と
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
人
体
比
例
や
築
城
論
等
の
著
作
に
よ
っ
て
学
識
者
に
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
簡
単
で
は
あ
る
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
絵
画
、
版
画
、
著

作
と
多
岐
に
わ
た
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
活
動
に
応
じ
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
デ
ュ
ー

ラ
ー
伝
」
で
は
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
そ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
同
じ
く
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
が
「
北
方
画
家
列
伝
」
で
示
し
た

枠
組
み
に
基
づ
き
、
加
筆
や
修
正
を
加
え
て
執
筆
さ
れ
た
の
が
、
第
七
章
所
収
の

高
く
評
価
す
る
理
由
の
―
つ
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
越
え
て
獲
得
し
た
国
際
的
名
声
に

あ
っ
た
。
こ
の
点
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
主
と
し

て
版
画
を
通
じ
て
イ
タ
リ
ア
を
始
め
諸
外
国
で
評
判
を
得
た
の
に
対
し
て
、
ホ
ル
バ

イ
ン
の
場
合
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
宮
廷
画
家
と
し
て
長
ら
く
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
活
動
し
た
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
。
一
方
、
南
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
し
、

か
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
訪
問
の
経
験
を
も
つ
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
ホ
ル
バ
イ
ン
の
池
彩

画
や
素
描
を
実
際
、
か
な
り
目
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
作
品
記
述
や
論
評
も
具

体
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ー
ゼ
ル
で
実
見
し
た
油
彩
画
《
受
難
伝
》
（
図
七
）
に
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デ
ュ
ー
ラ
ー
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
で
あ
る
。

「
な
か
で
も
、

八
画
面
か
ら
な
る
受
難
伝
は
、
驚
く
べ
き
創
意
と
風
景
の
優
美

さ
、
昼
と
夜
の
光
に
つ
い
て
の
良
き
理
解
に
よ
っ
て
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
考
え
ら
れ
う
る
芸
術
作
品
の
う
ち
で
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
彼
の
手
に
よ

る
こ
れ
以
上
完
璧
な
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

一
六
四
四
年
、
今
は
亡
き
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
陛
下
の
肖
像

画
を
私
が
描
く
に
際
し
て
、
陛
下
が
ご
着
席
し
て
い
る
折
に
、
こ
の
作
品
の
素

晴
ら
し
さ
を
お
話
す
る
こ
と
で
お
慰
め
し
た
と
こ
ろ
、
陛
下
は
ぜ
ひ
そ
れ
を
ご

覧
に
な
り
た
い
と
お
望
み
に
な
り
、
先
方
の
言
い
値
で
お
買
い
上
げ
な
さ
ろ
う

22 

と
、
特
使
を
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

確
か
に
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
言
葉
の
通
り
、
本
作
品
で
は
松
明
に
照
ら
さ
れ
る
夜
の
情

景
と
遠
景
に
ア
ル
プ
ス
を
思
わ
せ
る
雪
の
山
脈
を
望
む
美
し
い
昼
の
風
景
が
、
見
事

な
対
比
を
見
せ
つ
つ
入
念
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
残
る
ホ
ル
バ
イ
ン

の
初
期
作
品
の
な
か
で
も
秀
逸
の
仕
上
が
り
で
あ
る
。
作
品
の
卓
越
さ
を
読
者
に
伝

え
る
べ
く
、
王
侯
の
熱
狂
を
付
言
す
る
と
い
う
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
」
で
み
ら
れ
た
手

法
が
こ
こ
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、

ホ
ル
バ
イ
ン
の
版
画
が
芸
術
家
た
ち
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
記
述
は
、

「
結
び
に
、
彼
に
つ
い
て
の
称
賛
を
ま
と
め
る
と
、
彼
は
生
前
よ
り
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
卓
越
し
た
イ
タ
リ
ア
人
が
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
な
く
彼

の
創
意
か
ら
多
く
を
自
分
た
ち
の
作
品
に
借
用
し
た
。
特
に
、
ミ
カ
エ
ル
・
ア

召
命
さ
れ
る
作
品
で
、
お
金
を
机
か
ら
持
ち
上
げ
る
賭
博
人
そ
の
他
を
そ
う
し

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

が
巨
匠
た
ち
、
と
り
わ
け
ホ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
を
訪
れ
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
ヘ
や
っ
て

来
た
際
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
私
は
当
地
お
よ
び
そ
こ
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
ま
で
彼
に
随
行
し
た
。
そ
の
道
す
が
ら
船
の
中
で
、
ホ
ル
バ
イ
ン
の
死
の

舞
踏
の
線
画
集
に
話
が
及
ん
だ
と
こ
ろ
、

ル
ー
ベ
ン
ス
が
そ
れ
を
大
層
称
賛

し
、
ま
だ
若
者
で
あ
っ
た
私
に
、
そ
れ
を
自
ら
に
課
さ
し
む
る
べ
き
で
あ
る
と

お
っ
し
や
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
若
い
頃
、
こ
れ
を
、
ト
ビ
ア
ス
・
シ
ュ

テ
ィ
マ
ー
の
作
品
集
と
と
も
に
模
写
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
機
に
、

彼
は
、
道
中
ほ
ぽ
ず
っ
と
、
ホ
ル
バ
イ
ン
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
シ
ュ
テ
ィ
マ
ー
お

よ
び
そ
の
他
の
古
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
に
つ
い
て
称
賛
し
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い

話
を
し
て
く
れ
た
。
」

劇
的
な
明
暗
法
や
深
遠
な
静
謡
さ
を
保
ち
つ
つ
宗
教
的
主
題
と
世
俗
描
写
を
結
び

つ
け
た
点
で
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
に
―
つ
の
大
き
な
潮
流
を
巻
き

起
こ
し
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
代
表
作
《
聖
マ
タ
イ
の
召
命
》
が
、
ホ
ル
バ
イ
ン
作

品
か
ら
の
創
意
の
借
用
の
元
に
成
立
し
た
と
す
る
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
主
張
は
、
極
め

て
興
味
深
い
。
こ
こ
で
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
ホ
ル
バ
イ
ン
の
木

25 

版
画
連
作
《
死
の
舞
踏
》
の
一
枚
〈
賭
博
人
た
ち
〉
（
図
八
）
と
推
測
さ
れ
る
。
木
版

画
連
作
《
死
の
舞
踏
》
に
関
し
て
は
、
続
く
文
中
で
、
ル
ー
ベ
ン
ス
が
若
い
頃
模
写

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
古
の
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
の

版
画
作
品
が
、
画
家
の
実
制
作
で
の
造
形
的
源
泉
と
し
て
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
な

一
六
二
七
年
、

ン
ジ
ェ
ロ
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
、

い
と
も
名
高
い
パ
ウ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス

マ
タ
イ
が
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
税
関
か
ら
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く
、
若
手
画
家
の
初
期
教
育
の
た
め
の
模
写
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

数
世
代
に
わ
た
っ
て
画
家
た
ち
に
強
い
影
響
力
を
保
ち
続
け
て
い
る
様
が
、
一
七
世

紀
北
方
絵
画
を
代
表
す
る
ル
ー
ベ
ル
ン
ス
の
逸
話
を
介
し
て
、
読
者
に
印
象
深
く
語

以
上
の
よ
う
に
、
「
ホ
ル
バ
イ
ン
伝
」
を
通
読
す
る
と
、
実
体
験
に
基
づ
く
記
述

が
際
立
ち
、
む
し
ろ
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
自
身
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
上
に
ホ
ル
バ
イ
ン
を

評
価
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
印
象
を
回
避
す
る
た
め
、
ザ

エ
ラ
ス
ム
ス
が
ホ
ル
バ
イ
ン
の
才
能
に
着
目
し
、
イ
ギ
リ
ス
行
き
を
支
援
す
べ
く
友

人
ト
マ
ス
・
モ
ア
に
ホ
ル
バ
イ
ン
を
推
挙
す
る
く
だ
り
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
エ
ラ
ス
ム
ス
は
ホ
ル
バ
イ
ン
に
自
分
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
が
、
こ
の
芸
術

家
は
実
際
そ
の
分
野
に
す
こ
ぶ
る
秀
で
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
そ
れ
以
上
見
事

に
、
か
つ
そ
れ
以
上
そ
っ
く
り
に
は
描
け
な
い
ほ
ど
の
出
来
栄
え
だ
っ
た
。
（
中

略
）
エ
ラ
ス
ム
ス
は
ホ
ル
バ
イ
ン
が
描
い
た
自
分
の
肖
像
画
を
モ
ア
に
贈
呈
す

べ
く
ホ
ル
バ
イ
ン
に
持
た
せ
、
そ
の
絵
は
と
て
も
自
分
に
似
て
い
る
が
、
ア
ル

ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
い
た
自
分
の
肖
像
画
は
あ
ま
り
似
て
い
な
か
っ

た
と
手
紙
に
し
た
た
め
た
。
」

こ
れ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
ホ
ル
バ
イ
ン
伝
」
で
は
以
下
の
よ

う
で
あ
る
。

「
そ
れ
ゆ
え
、

ホ
ル
バ
イ
ン
は
彼
エ
ラ
ス
ム
ス
の
意
]

ン
ト
ラ
ル
ト
は
入
念
な
操
作
も
行
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

の
肖
像
画
を
と
て
も

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
は
、

巧
み
に
描
き
、
誰
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
見
事
に
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
（
中
略
)
[
エ
ラ
ス
ム
ス
は
]
彼
[
こ
こ
で
は
ホ
ル
バ
イ
ン
の
意
]
に
こ
の

肖
像
画
と
と
も
に
こ
れ
は
自
分
に
非
常
に
良
く
似
て
い
る
と
す
る
手
紙
を
持

た
せ
た
（
中
略
）
。
」

際
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
描
い
た
肖
像
画
は
あ
ま
り
似
て
い
な
い
と
す
る
エ
ラ
ス
ム

一
方
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ホ
ル
バ
イ
ン
と
並
ぶ
一
六
世
紀
ド
イ
ツ
絵
画
の
巨
匠
ル
ー

ロ
ッ
パ
画
家
列
伝
」
に
伝
記
の
収
録
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
北

方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
家
列
伝
」
第
四
章
に
収
め
ら
れ
た
「
ク
ラ
ー
ナ
ハ
伝
」
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
長
編
の
伝
記
に
加
筆
と
修
正
を
加
え
た
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
」

や
「
ホ
ル
バ
イ
ン
伝
」
と
比
べ
、
か
な
り
短
編
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

分
、
全
編
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
変

読
み
応
え
が
あ
る
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
も

と
に
あ
っ
た
等
身
大
裸
体
画
《
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
の
自
刃
》
（
図
九
）
な
ど
、
ク
ラ
ー

ナ
ハ
の
主
要
作
品
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
彼
自
身
、
ク
ラ
ー
ナ
ハ
あ
る
い

は
工
房
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
半
身
像
の
「
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
の
自
刃
」
を
所
有
し
て
い

た
。
な
か
で
も
、
注
目
す
べ
き
は
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。

「
彼
は
賦
彩
と
線
描
に
お
い
て
格
別
に
入
念
で
愛
情
に
溢
れ
て
お
り
、
称
賛
に

値
す
る
古
典
古
代
の
教
養
に
お
い
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
も
の
に
お

カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハ

（父）

に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
「
北
方
ヨ
ー

ス
の
否
定
的
な
見
解
を
す
べ
て
削
除
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
文
面
を
自
著
に
転
用
す
る
に
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る。

い
て
、
裸
体
像
や
物
語
、
詩
や
そ
の
他
を
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
大
抵
肖
像
画

に
力
を
注
ぎ
、
当
世
風
の
衣
装
を
纏
っ
た
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
や
老
人
と
女
の
半
身

像
等
を
制
作
し
た
が
、
各
人
の
性
質
を
と
て
も
入
念
に
丁
寧
に
描
い
た
の
で
、

そ
れ
ら
は
今
だ
に
こ
の
選
帝
侯
[
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
意
]
の
宮
廷
で
大
層
尊
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重
さ
れ
て
い
る
。
」

確
か
に
上
述
の
《
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
の
自
刃
》
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ー
ナ
ハ
の
描
く
裸
体

像
は
人
体
比
例
と
い
っ
た
古
典
的
な
美
の
法
則
か
ら
は
か
け
離
れ
た
独
自
の
形
態

を
有
す
る
。
そ
の
一
方
、
数
々
の
肖
像
画
や
《
不
釣
合
い
な
カ
ッ
プ
ル
》
（
図
一

0
)

な
ど
の
風
俗
描
写
に
お
け
る
当
世
装
束
や
各
人
の
性
別
や
年
令
、
社
会
的
属
性
の
入

念
で
精
緻
な
描
写
は
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
人
画
家
の
中
で
も
際
立
っ
て
お
り
、
ル
ク

レ
ツ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
古
代
の
物
語
や
神
話
に
登
場
す
る
女
性
を
当
世

風
の
貴
婦
人
の
装
，
い
で
描
く
点
も
独
特
の
官
能
性
を
鑑
賞
者
に
喚
起
す
る
。
ザ
ン
ト

ラ
ル
ト
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ホ
ル
バ
イ
ン
を
、
国
際
性
や
他
の
芸
術
家
に
与
え
た
影

響
の
大
き
さ
、
あ
る
い
は
人
体
比
例
や
透
視
図
法
と
い
っ
た
古
典
的
学
識
に
よ
り
高

く
評
価
す
る
。
他
方
、
地
方
色
が
強
く
、
か
つ
、
当
世
風
の
描
写
を
嗜
好
す
る
ク

ラ
ー
ナ
ハ
の
造
形
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
風
俗
描
写
に
お
け
る
精
緻
さ
や
入
念
さ

を
称
賛
し
、
古
典
的
教
養
と
い
う
知
的
な
経
路
を
介
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
線
を

引
き
色
を
塗
る
と
い
う
絵
画
の
制
作
行
為
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
主
題
を
理
解
し
そ

の
面
白
み
を
追
及
し
た
、
と
い
う
別
個
の
基
準
に
基
づ
き
評
価
し
て
い
る
の
で
あ

「
ク
ラ
ー
ナ
ハ
伝
」
同
様
、

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
画
家
列

伝
」
に
伝
記
の
収
録
が
無
く
、
全
編
が
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
自
身
の
見
解
に
基
づ
き
執
筆

さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
五
章
所
収
の
「
マ
テ
ウ
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
伝
」
で

ハ
ル
ト
・
ニ
ッ
ト
ハ
ル
ト
と
い
う
本
名
を
も
つ
こ
の
画
家
に
関
す
る
初
の
本
格
的
伝

記
で
あ
り
、
現
在
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
」
の
通
称
が
初

め
て
文
献
に
記
さ
れ
た
の
も
、
本
伝
記
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
冒
頭
、
ザ
ン
ト
ラ
ル

ト
は
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
を
評
し
て
、
「
高
貴
な
る
素
描
お
よ
び
絵
画
芸
術
に
お

い
て
最
も
優
れ
た
古
の
ド
イ
ツ
の
あ
ら
ゆ
る
人
物
の
な
か
で
も
、
誰
に
も
劣
ら
ず
、

い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
引
け
を
と
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
勝
る
こ
と
は
な
く
と
も

同
等
に
は
評
価
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
真
実
、
彼
は
最
も
卓
越
し
た
最
高
の
画
家

で
あ
る
。
」
と
い
う
最
大
級
の
賛
辞
を
贈
り
、
こ
の
画
家
に
つ
い
て
書
き
記
す
理
由

を
切
迫
感
を
も
っ
て
述
べ
る
。

マ
テ
ィ
ス
・
ゴ
ッ
ト

「
し
か
し
、
遺
憾
な
こ
と
に
、
こ
の
と
び
き
り
の
人
物
は
そ
の
作
品
と
と
も
に

忘
却
に
瀕
し
て
お
り
、
私
の
知
る
限
り
、
彼
の
行
い
に
つ
い
て
ほ
ん
の
僅
か
で

も
文
章
や
口
頭
の
情
報
を
与
え
う
る
人
は
、
も
は
や
存
命
し
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
彼
の
価
値
を
泄
に
知
ら
し
め
る
た
め
、
私
は
で
き
る
限
り
の
特
別
な
努

力
を
も
っ
て
、
こ
と
に
と
り
か
か
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
美
し
き
記
憶
は
数
年
も
す
れ
ば
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
思
う
の
で

32 

あ
る
。
」

ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
生
涯
を
記
す
に
際
し
て
の
主
要
な
情

報
源
と
し
て
、

五
0
年
ほ
ど
前
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
活
動
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ウ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
な
る
老
画
家
の
名
を
挙
げ
る
。

ウ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
グ

あ
る
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
「
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
伝
」
は
、
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よ
う
に
述
べ
る
。

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る

リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
孫
弟
子
に
当
た
る
人
物
で
、
そ
の
素
描
を
多
く
受
け
継
い
で

い
た
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
幼
い
頃
、
素
描
を
見
せ
て
も
ら
う
と
こ
の
人
物
の
も
と
に

し
ば
し
ば
足
を
運
び
、
そ
れ
ら
が
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た

の
だ
と
い
う
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
故
郷
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
こ
の
他
に
も
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
作
《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
の
固
定
翼
部
と
し
て
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
が

描
い
た
四
枚
の
グ
リ
サ
イ
ユ
画
を
ド
メ
ニ
コ
修
道
院
教
会
で
目
に
す
る
こ
と
も
で

き
た
（
図
―
―
)
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
文
化
的
環
境
が
、
ザ
ン
ト
ラ
ル

ト
の
目
を
、
当
時
急
速
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
古
の
画
家
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル

伝
記
中
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
現
存
す
る
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
作
品
を
上
述
の

《
ヘ
ラ
ー
祭
壇
画
》
翼
部
を
含
め
九
点
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
三

0
年
戦

争
の
折
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
よ
っ
て
マ
イ
ン
ツ
大
聖
堂
よ
り
略
奪
さ
れ
、
そ
の

後
、
船
の
難
破
で
海
に
沈
ん
だ
三
つ
の
祭
壇
画
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
現
在
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で
は
失
わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
同
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
バ

イ
エ
ル
ン
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
五
世
が
所
有
し
て
い
た
「
小
傑
刑
図
」
に
関
し
て
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
《
傑
刑
図
》
と
同
一
作
品
で
あ

36 

（
図
―
二
）
。
本
作
品
に
つ
い
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
次
の

「
さ
ら
に
、
今
は
亡
き
バ
イ
エ
ル
ン
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
五
世
陛
下
は
、
高
貴
な

る
芸
術
の
理
を
知
る
判
断
者
で
愛
好
家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
画
家
の
手
で
大
層

な
勤
勉
さ
で
描
か
れ
た
、
聖
母
と
聖
ヨ
ハ
ネ
に
加
え
脆
き
敬
虔
に
祈
る
マ
グ
ダ

ラ
の
マ
リ
ア
が
表
さ
れ
た
小
さ
な
礫
刑
図
を
所
有
し
て
い
た
。
陛
下
は
こ
の
絵

ト
に
向
け
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

が
誰
に
よ
る
も
の
な
の
か
ご
存
知
で
は
な
か
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
十
字
架
上

の
キ
リ
ス
ト
ゆ
え
に
、
こ
の
作
品
を
大
層
愛
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
は
完
全
に

吊
り
下
が
っ
て
、
足
の
上
に
乗
り
か
か
っ
て
お
り
、
非
常
に
類
い
稀
で
、
本
物

の
体
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
か
成
り
得
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
確
か
に
あ
ら

ゆ
る
点
に
お
い
て
、
礫
刑
図
は
自
然
で
、
真
実
味
が
あ
っ
て
、
本
物
ら
し
く
、

理
性
的
な
忍
耐
を
も
っ
て
長
い
間
考
え
抜
か
れ
て
い
る
。
」

本
礫
刑
図
に
み
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
身
体
は
、
そ
の
死
の
惨
た
ら
し
さ
を
強
調
す
べ

く
細
長
く
引
き
伸
ば
さ
れ
て
お
り
、
古
代
美
術
、
お
よ
び
近
世
イ
タ
リ
ア
美
術
が
重

ん
じ
る
解
剖
学
的
正
確
さ
や
人
体
比
例
と
い
っ
た
規
範
か
ら
は
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
中
世
的
な
造
形
を
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
、
「
自
然
で
、

真
実
味
が
あ
っ
て
、
本
物
ら
し
く
、
理
性
的
な
忍
耐
を
も
っ
て
長
い
間
考
え
抜
か
れ

て
い
る
」
と
評
し
て
そ
の
迫
真
性
を
称
賛
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
表
現
に
至
る

の
に
要
し
た
で
あ
ろ
う
画
家
の
試
行
錯
誤
を
慮
る
。
そ
の
後
、
本
作
品
は
、
こ
れ
を

大
層
気
に
入
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
五
世
の
命
に
よ
っ
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ザ
デ
レ

ル
の
手
で
銅
版
画
に
お
こ
さ
れ
、
ま
た
、
後
年
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
五
世
の
跡
を
継
い

だ
息
子
で
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
に
対
し
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト

が
作
者
を
同
定
し
て
伝
え
た
と
こ
ろ
彼
は
大
層
喜
ん
だ
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
続

く
。
こ
う
し
た
逸
話
か
ら
は
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
を
評
価
す

る
に
際
し
て
見
せ
た
、
古
代
美
術
、
あ
る
い
は
、
イ
タ
リ
ア
美
術
一
辺
倒
で
は
な
い

柔
軟
な
価
値
観
が
、
一
七
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
美
術
愛
好
家
の
間
に
も
共
有
さ
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ー 註

ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
著
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

の
分
析
に
際
し
て
は
、

刊
行
さ
れ
た
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
お
よ
び
「
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
・
ネ
ッ
ト
」
が
無
料
公
開
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
版
を
用
い
た
。
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9
9
4
;
 S
a
n
d
r
a
r
t
.
 net, h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
n
d
r
a
r
t
.
n
e
t
/
 

de.
「
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
・
ネ
ッ
ト
」
は
二

0
0
七
年
か
ら
二

0
―
二
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ

四
．
む
す
び
に
か
え
て

一
九
九
四
年
に

以
上
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
ド
イ
ツ
で
活
動
し
た
主
要
画
家

に
関
し
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
残
し
た
伝
記
を
通
覧
し
て
き
た
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト

は
、
人
文
主
義
的
学
識
を
備
え
、
古
典
古
代
の
芸
術
家
た
ち
と
美
の
理
念
を
共
有

し
、
近
世
イ
タ
リ
ア
人
画
家
に
も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
「
ド
イ

ツ
の
闇
を
照
ら
し
た
大
い
な
る
光
」
と
し
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
の
画
家
た
ち
に
関
し

て
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
ヘ
と
続
く
発
展
史
観
上
に
緩
や
か
に
配
置
し
て
い
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
同
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
う
し
た
枠
組
み
に
は
収
ま
ら

な
い
ク
ラ
ー
ナ
ハ
や
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
ら
の
造
形
に
対
し
て
は
、
線
描
や
色
彩

と
い
っ
た
絵
画
表
現
そ
の
も
の
の
魅
力
や
迫
真
性
と
い
っ
た
別
個
の
基
準
を
用
い

て
、
多
様
な
傾
向
を
あ
え
て
―
つ
の
文
脈
に
押
し
込
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

に
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
に
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
柔
軟
な
思
考
法

は
、
多
種
多
様
な
個
人
様
式
が
並
存
す
る
転
換
期
の
ド
イ
ツ
美
術
を
俯
廠
す
る
上

で
、
今
日
で
も
な
お
有
用
な
モ
デ
ル
と
な
り
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

3
 

2
 

の
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル

れ
て
お
り
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
大
い
に
役
だ
っ
た
。

学
術
振
興
会

(
D
F
G
)
の
支
援
の
も
と
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
お
よ
び
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
美
術
史
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
行
わ
れ
た
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
の
成
果
と

し
て
一
般
公
開
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
版
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

や
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
の
対
訳
に
加
え
、
各
々
の
箇
所
で
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
引

用
し
た
原
典
や
文
中
で
言
及
さ
れ
た
作
品
を
参
照
す
る
こ
と
も
で
き
て
、
た
い
へ
ん
便

利
で
あ
る
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
生
涯
お
よ
び
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

C
h
r
i
s
t
i
a
n
K
l
e
m
m
,
^
P^
f
a
d
e
 d
u
r
c
h
 S
a
n
d
r
a
r
t
s
 T
e
u
t
s
c
h
e
 

A
c
a
d
e
m
i
e
"
,
 J
o
a
c
h
i
m
 v
o
n
 S
a
n
d
r
a
r
t
,
 op.cit., 
p
p
.
 9
,
3
2
;
 
"
J
o
a
c
h
i
m
 v
o
n
 

S
a
n
d
r
a
r
t
 u
n
d
 d
i
e
 T
e
u
s
c
h
e
 A
c
a
d
e
m
i
e
"
,
 S
a
n
d
r
a
r
t
.
 net, h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 

s
a
n
d
r
a
r
t
.
n
e
t
/
d
e
/
t
h
e
m
a
/
,
 access o
n
 2
0
/
0
1
/
2
0
1
5
;
中
＇
紐
＂
絵
仝
呑
「
固

0
芦
牛
圃
の
制
叩
作
げ

I

ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
の
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』
よ
り
」
『
西
洋
美

術
研
究
」
二
「
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
」
、
一
六
ニ
ー
一
七

0
頁
。
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
に
関
す
る

最
新
の
研
究
に
以
下
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
が
あ
る
。

Sybille
Ebert'Schifferer 

a
n
d
 Cecilia M
a
z
z
e
t
t
i
 di P
i
e
t
r
a
l
a
t
a
 
(eds.), J
o
a
c
h
i
m
 v
o
n
 S
a
n
d
r
a
r
t
:
 E
i
n
 

e
u
r
o
p
a
i
s
c
h
e
r
 K
u
n
s
t
l
e
r
 u
n
d
 T
h
e
o
r
e
t
i
k
e
r
 z
w
i
s
c
h
e
n
 I
t
a
l
i
e
n
 
u
n
d
 

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d、
A
k
t
e
n
d
e
s
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
n
 S
t
u
d
i
e
n
t
a
g
s
 d
e
r
 B
i
b
l
i
o
t
h
e
c
a
 

H
e
r
t
z
i
a
n
a
 R
o
m、3
.
'
4
.
A
p
r
i
l
 2
0
0
6
,
 M
u
n
i
c
h
,
 2
0
0
9
.
 

の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
『
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

『
北
方
画
家
列

で
は
、
検
索
機
能

の
概
要
に
つ

K
l
e
m
m
,
 op. cit., pp. 1
7
-
1
9
.

な
お
、
上
述
の
よ
う
に
、
「
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
・
ネ
ッ
ト
」

で
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
や
フ
ァ
ン
・
マ
ン

デ
ル
な
ど
先
行
文
献
に
依
拠
す
る
部
分
と
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
独
自
の
知
見
部
分
が
明
示
さ

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
「
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
画
家
列
伝
」
に
関
し
て
は
、
昨
年
、
待
望
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7
 

5
 
4
 

ン
・
シ
ェ
ー
ン

と
で
芸
術
を
学
ん
だ
と
述
べ
る
が
、
そ
の
際
に
正
し
く
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
い

（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
は
彼
を
麗
し
の
メ
ル
テ
ン
と
呼
ぶ
）

年
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ミ
ハ
エ
ル
・
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
も
と
で
絵
画
芸
術
を
学
ぶ

べ
く
三
年
間
の
徒
弟
奉
公
に
で
る
以
前
に
、
何
が
し
か
を
描
い
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
マ
ン
デ
ル
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
マ
ル
テ
ィ

学
び
、
そ
れ
と
と
も
に
、
銅
版
画
を
身
に
つ
け
た
。

6

フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の

一
方
、
彼
が
若
い
頃
、

要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
巴
e
m
m
,
op. cit., p. 
18. 

L
e
t
t
e
r
e
n
,
 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
b
n
l
.
o
r
g
/
t
e
k
s
t
/
m
a
n
d
0
0
l
s
c
h
i
0
l
_
O
l
/
.
 

の
も

一
四
八
六

伝
』
尾
崎
彰
宏
、
幸
福
輝
、
廣
川
暁
生
、
深
谷
訓
子
編
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
0
一
四
年
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
日
本
語
訳
と
以
下
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
英
訳
対
比
版

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
版
を
用
い
た
。

K
a
r
e
l
v
a
n
 M
a
n
d
e
r
,
 T
h
e
 L
i
v
e
s
 o
f
 t
h
e
 

I
l
l
u
s
t
r
i
o
u
s
 N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
i
s
c
h
 a
n
d
 G
e
r
m
a
n
 P
a
i
n
t
e
r
s
,
 H
e
s
s
e
l
 M
i
e
d
e
m
a
 

(intro., 
t
r
a
n
s
l
.
 
a
n
d
 ed.), 6
 vols., 
D
o
o
r
n
s
p
i
j
k
,
 1
9
9
4
,
1
9
9
9
;
 K
a
r
e
l
 v
a
n
 

M
a
n
d
e
r
,
 H
e
t
 S
c
h
i
l
d
e
r
,
b
o
e
k
,
 i
n
 D
i
g
i
t
a
l
e
 B
i
b
l
i
o
t
h
e
k
 v
o
o
r
 d
e
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
e
 

ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

P
e
t
e
r
Strieder, T
a
f
e
l
m
a
l
e
r
e
i
 i
n
 

N
u
r
n
b
e
r
g
,
 1
3
5
0
,
]
5
5
0」

k
g
i
g
s
t
e
i
n
i
m
 Ta
u
n
u
s
,
 1993, p
p
.
 6
5
,
8
5
,
1
9
9
,
2
1
7
.
 

ノ
イ
デ
ル
フ
ァ
ー
の
著
作
は
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
伝
を
記
す
上
で
重

『
絵
画
の
書
』
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。
尾
崎
彰
宏
「
「
北
方
画
家
列
伝
」
が
め
ざ
し
た
も
の
ー
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

美
術
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
」
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
、
前
掲
書
、
四
四
九
＼
五
―
二
頁
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
ザ
ン
ト
ラ
ル
ト
は
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
「
ア
ル
ベ
ル
ト
の
父
親
は
素
晴
ら
し
い
金
細
工
師
で
あ
り
、
後
述

す
る
彼
自
身
の
手
稿
に
よ
る
と
、
若
い
頃
、
こ
の
人
物
の
も
と
で
金
細
工
の
手
仕
事
も

8
 

な
る
年
代
記
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
彼
の
絵
画
作
品
に
関
し
て
は
、
シ
ュ

う
こ
と
が
、
後
述
の
信
頼
し
う
る
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
た
し
か

に
マ
ル
テ
ィ
ン
は
そ
れ
ほ
ど
に
優
れ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

到
着
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
上
述
の
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー

ト
の
元
で
徒
弟
修
業
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
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e
i
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V
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h
e
r
n
a
c
h
f
o
l
g
e
n
d
e
n
 
H
a
n
d
'
 

Brieffe/ i
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o
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d
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d
w
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k
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r
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e
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/
 u
n
d
 

m
i
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a
s
 K
u
p
f
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r
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h
e
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 begriffen/ w
e
i
l
n
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a
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t
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e
f
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e
t
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a
B
 e
r
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s
e
i
n
e
r
 
J
u
g
e
n
d
 e
t
w
a
s
 
g
e
m
a
h
l
e
t
 h
a
b
e
/
 
b
i
B
 
e
r
 
d
i
e
 
M
a
h
l
e
r
,
K
u
n
s
t
 b
e
y
 

M
i
c
h
a
e
l
 W
o
l
g
e
m
u
h
t
 z
u
 N
i
i
r
n
b
e
r
g
/
 A
n
n
o
 1486. 
z
u
 b
e
g
r
e
i
f
f
e
n
 
a
u
f
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r
e
y
 

J
a
h
r
 g
e
d
i
n
g
e
t
 w
o
r
d
e
n
/
 w
i
e
 h
i
e
v
o
n
 f
o
l
g
e
n
d
e
 b
e
g
l
a
u
b
t
e
 Z
e
u
g
n
i
s
s
e
n
 m
i
t
 

m
e
h
r
e
r
m
 b
e
s
t
a
t
t
i
g
e
n
/
 da13 also C
a
r
l
 v
o
n
 M
a
n
d
e
r
 n
i
c
h
t
 r
e
c
h
t
 i
n
f
o
r
m
i
r
t
 

g
e
w
e
s
e
n
/
 i
n
d
e
m
e
 e
r
 g
e
m
e
l
d
t
:
 E
s
 h
a
b
e
 A
l
b
r
e
c
h
t
 b
e
y
 M
a
r
t
i
n
 S
c
h
o
n
 
(
d
e
n
 

d
i
e
 
N
i
d
e
r
l
a
n
d
e
r
 d
e
n
 h
u
p
s
c
h
e
n
 M
a
r
t
e
n
 g
e
n
a
n
d
t
)
 
die 
K
u
n
s
t
 erlernet/ 

d
a
n
n
 o
b
s
c
h
o
n
 e
r
 d
i
e
s
e
s
 F
i
.
i
r
n
e
h
m
e
n
s
 g
e
w
e
s
e
n
/
 s
t
a
r
b
e
 d
o
c
h
 M
a
r
t
i
n
 v
o
r
 

A
l
b
e
r
t
s
 A
n
k
u
n
f
t
/
s
o
/
 d
a
B
 e
r
 n
a
c
h
m
a
l
e
n
 b
e
y
 e
r
m
e
l
d
t
e
m
 W
0
l
g
e
m
u
h
t
 i
n
 d
i
e
 

L
e
h
r
 g
e
t
h
a
n
 w
o
r
d
e
n
.
"
 J
o
a
c
h
i
m
 v
o
n
 S
a
n
d
r
a
r
t
,
 op.cit., 
II. T
h
e
i
l
s
 III. B
u
c
h
 

II. 
C
a
p
i
t
e
l
,
 
p. 
222; 
S
a
n
d
r
a
r
t
.
 
net, 
h
t
t
p
:
/
/
t
a
.
s
a
n
d
r
a
r
t
.
n
e
t
/
d
e
/
t
e
x
t
/
4
3
8
 

#
a
u
t
o
d
i
v
l
0
6
,
 a
c
c
e
s
s
 o
n
 20/01/2015. ~
.
W、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー

を
訪
れ
、
そ
の
死
去
の
た
め
に
遡
返
が
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
、
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
エ

房
で
の
徒
弟
修
業
を
終
え
た
後
の
遍
歴
中
で
あ
っ
た
と
、
現
在
で
は
推
測
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
親
方
が
麗
し
き
線
描
芸
術
に
関
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
偉
大

ス
テ
ル
ス
小
路
に
面
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
教
会
の
板
絵
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
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J
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op.cit., 
II. 
Theils III. 

B
u
c
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 II. 
Capitel, p. 

218; Sandrart. net, http://ta. 

sandrart.net/de/text/434#autodiv 104, access o
n
 20/01/2015.

部
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楽
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ニ
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豆
＇
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Strieder,

op, cit., p. 
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1.t 
図2 ザントラルト《聖母被昇天》 1656年、ラ 図1 ザントラルト《コルネリス・ビッケル隊長の市民隊》 1640年、
ムバッハ、ベネディクト会修道院教会 アムステルダム博物館

図4 イスラーエル・ファン・メッケネム《ヘロデ王の宴》 1500年頃、 図3 ヴォルゲムート《ペリンクスデルファーの祭壇
ワシントン、ナショナル・ギャラリー 装飾》より左右第 1炭部 〈十字架を担うキ リス
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ト〉〈キリストの復活〉 1486年頃、ニュルンベ
ルク、フリーデンス教会



屈6 デューラー 《ロザリオの聖母》1506年、プラハ、国立絵画館 図5 ショーンガウアー 《聖アントニウスの誘
惑》1470年頃、ロンドン、大英博物館

ーーーぶ' 9», 、名と•-- ‘▼-図8 ホルバイン （子）《死の舞踏》より 〈賭t専人た 図7 ホルバイン（子） 《受難伝》1525年頃、バーゼル市立美術館
ち〉、1525年頃、バーゼル市立美術館銅版画室
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図10 クラーナハ《不釣合いなカップル》1531年、ウィー
ン造形アカデミー付属美術館

図12 グリューネヴァルト《傑刑》 1505年年頃、ワシント
ン、ナショナル ・ギャラリー
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固9 クラーナハ《ルクレツィ
アの自刃》 1525年頃、
ミュンヘン、アルテ・ピ

ナコテーク

固 11 グリューネヴァルト〈聖エリザ

ベッ〉（《ヘラー祭壇画》固定爽

より）1510年頃、カールスルー
エ、クントハレ
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